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過程 学 習 活 動 学 習 内 容 比較.分類思考
第 1次 ○自分 たちが よく行 くお店 を挙 ･子どもだけだったら前川商店によく買い物に行く○
1 げる○○3つのうち,｢地域のお店｣ ･大人と一緒に行く時は,草に乗って少しはなれたジャスコ 〇五味の市は,日生にある魚市場で,普段 あまり行くことはないo(予想)
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1 市を比較し,違いについてま それぞれ特徴がある○ 1.距離
とめるD○それぞれの特徴から,3つの ･距離 :前川商店,五味の市は近くにあり,ジヤ2.価格
スコは車で行かねばならない距離にある○ 3.サービス
･商品 :前川商店は体操服や名札など,地域の人々が必要となるものを置き,五味の市では地元の海で獲れた魚介類 買うことができるoジャスコは,食料品,服,電気製品 さまざまなものを扱っている〇｢〇〇〇だから,～～～が,地域のお店だと考 4.商品 など○分類の視点
うちどれが地域のお店といえ える｣という形にまとめる○




ていく○ ｢家から最も近いから｣一地域の中で距離が最 3.生活 (衣食住)に
も近いお店 欠かせない
･ジャスコ : 4.身近な (地元の)
｢食料品,脂,生活に必要なものが何でもそろ 産業
うお店だから｣一地域の生活に欠かせないお店5.自分たちのまちの
･五味の市 : シンボル (ラン ド
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業を組織 し,商店 ･大型スーパー ･魚市場という3
つの具体事例の特徴を比較 ･分類することにより,
子どもには捉えにくいであろう,地域そのものの概
念の意味について明らかにしていった｡具体的事例
から導いた特色を比較 ･分類 し,かつその上で総合
化するという方法が有効であるという仮説に基づい
て単元設計を行った｡
本研究の課題としては,まず,開発単元が実践を
経ておらず,単元の成果については実証されていな
い点をあげることができる｡また,比較 ･分類,総
合による認識形成が,他の単元においても可能な一
般化可能なものであるかどうかについてもさらなる
検討が必要である｡今後,実験授業を行いその効果
を検証していきたい｡
【注】
1)文部科学省 『小学校学習指導要領解説社会編』
東洋館出版社,208年8月,p,18.
2)同上,p.19.
3)関浩和 『｢総合的な学習｣につなげる創造型生
活科授業の構想』,社会法人学校教育研究会,
1997年2月,p.23.
4)同上,pp.24-25.
5)同上,p.23.
6)同上,p.26.
7)同上,p.28-29.
8)同上,p.198.
9)同上,p.198.
10)同上,p.199.
ll)関浩和 『子どもの ｢学び｣につなげる社会科授
業の創造』学校教育研究会,2003年 1月,pp.83-
84.
12)同上,pp.37-38.
13)同上,p.38.
14)文部科学省 『小学校学習指導要領 (平成11年
5月)解説一社会編-』日本文教出版,p.28.
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